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１．ブラジル・マクロ経済情勢 

（１）経済情勢等（６月発表の経済指標） 

（ア）中銀は四半期毎公表のインフレ報告書を発表し、2018年の経済成長率を1.60%（前回３月公

表では2.60%）、2018年のインフレ率見通しを4.2%、2019年及び2020年のインフレ率見通しを3.7%

（前回３月公表：2018年4.2%、2019年3.7%、2020年4.0%）とした。 

（イ）４月の鉱工業生産指数は、前年同月比＋8.9％で12か月連続でプラスを記録したほか，前月

比では＋0.8％となり、プラスに転じた。 

（ウ）４月の小売売上高は、前年同月比＋0.6％で13か月連続でプラスを記録したほか，前月比で

は＋1.0％となり、２か月連続でプラスを記録した。 

（エ）全国の失業率（３～５月の移動平均）は12.7％となり，前回の公表値（２～４月の移動平

均）から0.2％下落して２か月連続で改善した。 

（オ）５月の貿易収支は、輸出額は191.28億ドル（前年同月比▲3.4％，前月比▲3.0％）、輸入

額は132.60億ドル（前年同月比＋9.3％，前月比▲3.9％）で、差引き58.68億ドル（前年同月比▲

23.4％，前月比▲0.9％）となり、39か月連続で貿易黒字を記録した。 

（カ）５月の拡大消費者物価指数（IPCA）は単月で0.40％となり、前月の0.22％から上昇した。

また、過去12か月累計では2.85％となり、政府のインフレ目標（4.5％±1.5％）の下限値を下回

る水準で推移している。 

 

（２）経済政策等 

（ア）６月11日、グアルディア財務大臣は、「トラック運転手のストライキ後、通常の成長軌道

に戻った旨発言。しかしながら、債務返済のため改革を続けなければいけない。」旨語った。 

（イ）６月12日、テメル大統領は、社会保険に予算を注入するために文化省所管の宝くじの予算

減を決定。赤十字や他の機関への予算も削減する見込み。 

（ウ）６月27日、最高裁は、連邦や州等が所有する企業の売却等を、議会の承認なしで売却する

ことを禁止する判決を出した。同判決に下院議長も支持を表明。 

 

（３）中銀の金融政策等 

６月20日，中銀の金融政策委員会（Copom）は、前回に引き続き政策金利（Selic）を年率6.50％

に据え置くことを全会一致で決定。政策金利の据え置きの決定は、２会合連続となった。 

 

（４）為替市場 

（ア）６月の為替レートは、米国利上げの影響からドル高・レアル安が一段と進行し、一時的に

１ドル４レアルに迫ったが、中銀の通貨スワップ介入の影響等で揺り戻され、月末の終値は１ド

ル＝3.8765レアルとなった。 

（イ）月の前半は、中銀による通貨スワップ介入により、レアル安を食い止めることに一定の効

果を発揮するも、米国が利上げに踏み切り、さらに年内の追加利上げの可能性を示唆したため、

レアルは一時１ドル＝3.81半ばまで急進。 

（ウ）月の後半もレアル安の勢いは止まらず。トラック運転手のストライキの影響及び米中貿易

摩擦への懸念により3.8レアルからのレアル安が進行した。 
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（５）株式市場 

（ア）６月のブラジルの株式相場（Ibovespa指数）は、前半は下落傾向、後半は１度70,000ポイ

ントを割り込むも、それ以降は上昇傾向となった。 

（イ）月の前半は、前月に発生したトラック運転手によるストライキへの対処で政府がペトロブ

ラス総裁を交代させたこと、中国政府がブラジル産鶏肉の関税導入を発表したこと、米中貿易摩

擦への懸念が再燃したこと等から株価指数は下落した。 

（ウ）月の後半は、18日に70.000ポイントを割り込み、69.815ポイントとなるも、それ以降は国

際的な資源価格上昇でエネルギー関連株の高騰により上昇傾向となり、71.000ポイント前後で推

移した。 

 

２．ブラジル政治情勢（６月の出来事） 

【内政】 

（１）テメル政権の支持率と大統領選各候補者の支持率 

（ア）ダータ・フォーリャ社（６月６～７日実施、174都市、2,824人対象、誤差率±２％） 

ルーラ元大統領が出馬する場合は、同氏が依然としてトップであるが、不出馬の場合は、ボル

ソナーロ下院議員（ＰＳＬ）の強敵としてシルヴァ元環境相（ＲＥＤＥ）が浮上した。ゴメス元

国家統合相（ＰＤＴ）とアルキミンＳＰ州前知事（ＰＳＤＢ）は、ＰＴが候補を立てる場合はほ

ぼ互角。決選投票では、シルヴァ候補がルーラを除く他の候補より優位。 

（ルーラが出馬する場合） 

１位：ルーラ元大統領（ＰＴ）       ：３０％ 

２位：ボルソナーロ下院議員（ＰＳＬ）   ：１７％ 

３位：シルヴァ元環境相（ＲＥＤＥ）    ：１０％ 

４位：ゴメス元国家統合相（ＰＤＴ）    ： ６％ 

４位：アルキミンＳＰ州前知事（ＰＳＤＢ） ： ６％ 

６位：ディアス上院議員（Ｐｏｄｅｍｏｓ） ： ４％ 

 

（ルーラ大統領が不出馬の場合の決選投票の組み合わせ） 

・ゴメス対アルキミン：ゴメス３２％、アルキミン３１％ 

・ボルソナーロ対アルキミン：ボルソナーロ３３％、アルキミン３３％ 

・シルヴァ対ボルソナーロ：シルヴァ４２％、ボルソナーロ３２％ 

・シルヴァ対アルキミン：シルヴァ４２％、アルキミン２７％ 

・ゴメス対ボルソナーロ：ゴメス３６％、ボルソナーロ３４％ 

・シルヴァ対ゴメス：シルヴァ４１％、ゴメス２９％ 

 

（イ）IBOPE社は，テメル政権に関する世論調査結果（６月 21 ～24 日実施、2,000人対象、誤

差±２％） 

 ルーラ元大統領が出馬する場合は依然として支持率トップ。ルーラ不出馬の場合は、ボルソナ

ーロ下院議員（ＰＳＬ）とシルヴァ元環境相（ＲＥＤＥ）が誤差の範囲で互角となり、次に、ゴ

メス元国家統合相（ＰＤＴ）とアルキミンＳＰ州前知事（ＰＳＤＢ）が続いた。 
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 ルーラ元大統領の支持層は北東部、とりわけ５万人までの小都市、及び内陸部に集中。ボルソ

ナーロ候補の支持層は男性及び 34歳以下の若者が多く、学歴と所得水準は相対的に高い。シルヴ

ァ候補の支持層は北部、中西部に多い。ルーラ元大統領が不出馬の場合、女性、北東部、低所得

者、初等教育のみを受けた有権者というカテゴリーは、シルヴァ候補への支持率がボルソナーロ

候補を上回った。ゴメス候補とディアス候補は 55歳以上の有権者に多かった。地域別では、アル

キミン候補は南東部、ディアス候補は南部、ゴメス候補は北東部で人気。北東部においては、ゴ

メス候補とシルヴァ候補は誤差の範囲で互角となった。 

 

（ルーラ出馬の場合） 

１位：ルーラ元大統領（ＰＴ）       ：３３％ 

２位：ボルソナーロ下院議員（ＰＳＬ）   ：１５％ 

３位：シルヴァ元環境相（ＲＥＤＥ）    ： ７％ 

４位：ゴメス元国家統合相（ＰＤＴ）    ： ４％ 

４位：アルキミンＳＰ州前知事（ＰＳＤＢ） ： ４％ 

６位：ディアス上院議員（Ｐｏｄｅｍｏｓ） ： ２％ 

 

（ルーラ不出馬の場合） 

１位：ボルソナーロ下院議員（ＰＳＬ）   ：１７％ 

２位：シルヴァ元環境相（ＲＥＤＥ）    ：１３％ 

３位：ゴメス元国家統合相（ＰＤＴ）    ： ８％ 

４位：アルキミンＳＰ州前知事（ＰＳＤＢ） ： ６％ 

５位：ディアス上院議員（Ｐｏｄｅｍｏｓ） ： ３％ 

 

（２）連邦最高裁（ＳＴＦ）がホフマン上院議員（ＰＴ）に無罪の判決 

 ６月 19日、連邦最高裁（ＳＴＦ）第二小法廷は、ラヴァ・ジャト捜査を通じて贈収賄と資金洗

浄の容疑で起訴されていたＰＴ党首ホフマン上院議員と夫ベルナルド元通信大臣に対し、証拠不

十分により、無罪判決を下した。本訴訟では、ペトロブラス社のコスタ部長（当時）の続投と引

き換えに、2010年の上院議員選挙の活動資金として同社から 100万レアルを収賄した疑いがもた

れていた。但し、ホフマン議員はこの他にもラヴァ・ジャト捜査の関連で訴訟２件と捜査１件の

対象になっている。 

 

（３）ルーラ元大統領弁護団の攻防 

 ６月 22日、第４管区連邦高等裁（ＴＲＦ-４）のラバレール副裁判長は、ルーラ元大統領弁護

団が行った同元大統領の釈放請求について、司法高等裁判所（ＳＴＪ）への特別抗告は認めたも

のの、連邦最高裁（ＳＴＦ）への特別抗告は却下した。これを受けて、ＳＴＦのファキン判事は、

６月 26日にＳＴＦ第二小法廷で開催予定であった本件審理を中止した。 

 ６月 25日、ファキン判事は６月初旬に弁護団が行った刑の仮執行の停止と出馬資格の判断をＳ

ＴＦ大法廷に委ねることを決定。６月 28日、ルーラ弁護団はこれに異議を申し立て、釈放の申し

立てを行ったが、同件担当のモラエス判事により翌日却下された。また、ルーラ弁護団は、３月
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に、ルーラ収監回避のため予防的人身保護令の発出を連邦最高裁に求めていたが、右要請が４月

にＳＴＦによって却下されたことについて判決不明瞭解明願いを提出し、このプロセスが継続す

る限りはルーラを収監すべきではないとして、改めて釈放を要求した。 

 

（４）連邦最高裁（ＳＴＦ）がジルセウ元文官庁長官を釈放 

 ６月 26日、連邦最高裁（ＳＴＦ）第二小法廷は、ジルセウ元文官庁長官に対し仮釈放を許可す

ることを決定した。審理の途中でファキン判事が審査のための猶予を願い出たため、仮処分によ

る仮釈放を提案したトフォリ判事に他の判事２人が追随する形となった。少なくともファキン判

事が審理に戻るまでは、仮釈放が有効となる。同元文官庁長官は、第二審の第４管区連邦高等裁

で有罪判決（禁固 30年９ヶ月）が確定しており、５月に逮捕されていた。 

 

【外政】 

（１）伯・北朝鮮友好議連の発足 

 ５月 30日、伯連邦上院議会はコロル上院議員（ＰＴＣ-ＡＬ）が提案した伯・北朝鮮友好議連

の設立を承認。６月７日、上院外交・国防委員会にて同議連が発足した。グラズィオティン上院

議員（ＰＣｄｏＢ-ＡＭ）が会長を務め、コロル上院議員とシャヴェス上院議員（ＰＲＢ-ＭＳ）

が副会長を務める。同議連は、コロル議員とシャヴェス議員が４月末の南北首脳会談に際し訪朝

した際の成果物であるとされる。 

 

（２）ペンス米副大統領の訪伯 

 ６月 26 日～27 日、ペンス米副大統領夫妻はブラジリアとマナウスを訪問。ブラジリアではテ

メル大統領と会見し、宇宙分野の協力を中心とした二国間協力の拡大について話し合った。ペン

ス副大統領は、５万人のベネズエラ避難民受け入れに関し伯に敬意を示し、かつ、避難民を受け

入れている周辺国に対して総額１千万ドルの追加支援と、このうち 100万ドル以上を伯向けに拠

出することを発表した。マナウスではペンス副大統領夫妻は、避難民収容センターを訪れ、現地

の関係者や避難民と交流した。一方、共同会見にて、同副大統領は、ベネズエラ・マドゥーロ政

権を激しく非難した。 

 

（３）楊暁渡中国共産党中央政治局委員の訪伯 

６月 28日、テメル大統領と中国共産党訪問団を率いる楊暁渡（Yang Xiaodu）中国共産党中央

政治局委員（兼国家監察委員会主任）が大統領府にて面会。テメル大統領は、様々な分野におけ

る伯中関係の進展を強調。楊委員は、伯中関係進展におけるテメル大統領の努力に謝意を示した。

楊委員は、６月 26日に成立した国家中国移民の日制定法についても伯国民に謝意を示した。 

 

３．トピックス 

（１）第４回自衛隊記念日レセプションの開催 

2018 年６月 13 日、在ブラジル日本大使館では第４回目の自衛隊記念日レセプションを大使公

邸にて開催した。 

冒頭、ブラジル・日本両国の国歌演奏に続き、山田大使及び溝田防衛駐在官より挨拶を行った。
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また，山田大使による日ブラジル防衛交流功労者１名（ジュリオ・サダオ・タカムラ空軍大佐）

に対する在外公館長表彰の授与式も併せて行った。 

本レセプションには、ブラジル国防省・海・陸・空軍関係者のほかブラジル連邦政府、ブラジ

リア連邦区政府の関係者、各国大使及び駐在武官、ブラジリア及びサンパウロの日系社会代表な

ど多くの方々にご参加頂いた。 

また、レセプションでは日本企業による展示、鮪の解体及び日本酒プロモーションを実施する

など日本の技術や文化を紹介し、皆様に楽しんで頂いた。 

本年も盛況であった自衛隊記念セプションは、日伯両国の防衛交流の進展を示すとともに、今

後の防衛交流を一層発展させていく機会となった。 

  本レセプションにおける山田大使の挨拶はこちら。 

 

 

  

 

山田大使挨拶   溝田防衛駐在官挨拶 

 

  

 

乾杯の様子   
山田大使（右から２人目）とタカムラ大佐（公館長表

彰受賞者：右から３人目）等 

 

  

 

日本酒プロモーション   日本企業（NEC）による展示 

http://www.br.emb-japan.go.jp/files/000376214.pdf
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マグロの解体   日本食（寿司）の提供 

 

  

 

山田大使と日系軍人等   山田大使と各国武官等 

 

（２）連邦下院議会における日本人ブラジル移住 110周年記念式典の開催 

６月 21日，連邦下院議会・本会議場において，日本人ブラジル移住 110周年記念式典が開

催されました。ケイコ・オオタ伯日議連会長が議長代行を務め，山田大使が来賓の一人とし

て出席した。 

冒頭，マイア下院議長の挨拶文がタカヤマ下院議員によって代読され，日本人移住者が伯

の発展に大きな貢献を果たしてきたこと，現在も日系社会は各分野で活躍しており，伯社会

から感謝と敬意を得ている旨のメッセージが寄せられた。他の出席議員からも一様に日本人

移住者や日系社会に対する謝意が述べられた。 

山田大使からは，2014年 8月の安倍総理の訪伯以降，要人往来が活発化しており，特に移

住 110周年の本年は，３月に皇太子殿下の御訪伯，４月にオリヴェイラ上院議長の訪日，５

月にヌネス外務大臣の訪日と河野外務大臣の訪伯，更に７月には 110周年をハイライトする

眞子内親王殿下の御訪伯が検討されている旨を紹介し，この節目に両国関係を更に強化して

いく決意を表明した。 

式典の後，山田大使は公邸にて式典出席の下院議員等連邦議会関係者や外務省幹部らを招

いてレセプションを開催した。 

 

式典での山田大使の挨拶はこちら 

連邦下院ウェブサイトの記事はこちら（ポルトガル語） 

http://www.br.emb-japan.go.jp/files/000376236.pdf
http://www2.camara.leg.br/camaranoticias/noticias/RELACOES-EXTERIORES/559466-CAMARA-COMEMORA-110-ANOS-DA-IMIGRACAO-JAPONESA-NO-BRASIL.html
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山田大使による挨拶 

 

国歌斉唱時の様子 

左からイイホシ下院議員，斉藤 JICA 伯事務所長，山田大使，

アメリア上院議員，オオタ下院議員，ヘゼンデ下院議員，イ

シカワ・サンタマリア病院理事長，サボイア外務大臣官房長，

マクリス下院議員 

 

左からオオタ・サンパウロ市議会議員，（一人おいて）アベ下

院議員，山田大使，オオタ下院議員，斉藤 JICA 伯事務所長，

イシカワ・サンタマリア病院理事長，藤村次席公使，マクリ

ス下院議員，イイホシ下院議員，サボイア外務大臣官房長 

 
左から、イシカワ・サンタマリア病院理事長，マクリス下院議員，サボイア外務大臣官房長，オオタ・サンパウロ市議会議員，

オオタ下院議員，ヘゼンデ下院議員，タカヤマ下院議員，山田大使，斉藤 JICA 伯事務所長，レイテ・ウジミナス社長，スギ

ノ伯中西部日伯文化協会連合会会長，サシェッティ下院議員 
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（３）「各国の湾の浄化に関する取組」に関するシンポジウム（在リオデジャネイロ総領事館） 

６月 20日、「都市水道－水の浄化と市民の参加」と題するシンポジウムを「明日の博物館」、

ＣＣＲ社、当館他の共催で実施し、建設コンサルタント会社である中央開発株式会社海外事業部

（サンパウロ事務所）の上田茂技師長が「隅田川の浄化と東京湾」と題する講演を行った。 

上田氏の参加は、博物館側から、環境先進国である日本から東京湾の浄化に関して講演できる

専門家を招聘したいという強い希望があり実現。上田氏の他に、オランダ、オーストラリア、ブ

ラジルから湾の管理を行う専門家も参加した。 

当地は、リオ・オリンピックの時にも話題になったグアナバラ湾の汚染に対する関心が高く、

専門的な内容であったにも関わらず約 200名程度の聴衆が集まり、質疑応答も活発に行われる等、

環境問題の深刻化を背景とした環境対策への意識の高さが見受けられた。 

上田氏は講演の中で、東京湾の浄化過程で、同湾の浄化活動は行われておらず、東京湾に流れ

込む川の浄水活動を行った結果として東京湾が浄化された旨、説明したところ、グアナバラ湾自

体の浄化が必要であると考えていた聴衆からは非常に興味深い話が聞けたとのコメントが寄せら

れた。 

 

  
上田氏の講演の様子 質疑応答の様子 

 

４．大使館からのお知らせ 

（１）文化イベント 

（ア）むかしむかし。。。七夕・日本昔話の姫（サンパウロ） 

日時：2018年 7月 7日（土）～ 8月 31日（金） 

   火曜日～金曜日 10：30～19：30 

   土曜日 9：00～17：00 

場所：国際交流基金サンパウロ日本文化センター図書館 

Avenida Paulista, 52 - 3ºandar, São Paulo - SP, Brasil 

内容：7月から 8月にかけて、「七夕」をテーマにした展示コーナーを設置し、伝統行事の解説や

日本昔話を代表する織姫、かぐや姫、乙姫を紹介します。訪れた方々には短冊に願い事や七夕飾

りを作っていただき、伝統行事や日本昔話を代表する姫に関わる童話に親しみ、関心を深めてい

ただきます。 

URL：http://www.fjsp.org.br/ 

 

http://www.fjsp.org.br/
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（イ）手妻公演（サンパウロ） 

日時：2018年 7月 20日（金）～ 7月 22日（日） 

場所：第 21回日本祭り 

São Paulo Expo Exhibition & Convention Center 

Rodovia dos Imigrantes, km 1,5 , São Paulo-SP, Brasil 

内容：今年で第 21回を迎える日本祭りにて、無形文化財にも指定されている日本伝統奇術「手妻」

を藤山大樹が正確かつ美しい見立ての技法で披露します。 

URL：http://www.festivaldojapao.com/ 

 

（ウ）日本月間（リオデジャネイロ） 

日時：７月４日（水）～29日（日） 

場所：ブラジル郵便局文化センター 

内容：フォトアーティストの伊藤みろ氏が撮影した仏像写真展、折り紙展、生け花展を実施。開

催期間中は、折り紙、漫画、和食のワークショップの他、太鼓のデモンストレーションを実施し、

多面的な日本文化を紹介。 

URL：http://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itpr_pt/00_000333.html 

 

（エ）第 11回ヴァレンサ日本文化祭 

日時：７月 28日（土） 

場所：ジョゼ・フォンセカ・スクール 

内容：リオ州ヴァレンサ市において、日本の伝統的文化である盆踊り・和太鼓・武道のデモンス

トレーションを実施する他、ブラジルで活躍する日系人による講演会を実施。 

 

（オ）第 11回ペトロポリス日本文化祭 

日時：８月１日（水）～５日（日） 

場所：クリスタル・パレス 

内容：リオ州のペトロポリス市において、盆踊り、和太鼓のデモンストレーションのような伝統

文化の他、漫画のワークショップ、コスプレショー等ポップカルチャーを紹介。さらに、日本古

来の衣服である着物を使ったファッションショーも実施する。 

 

（カ）日本食普及の親善大使による和食に関する講演会 

日時：７月 25日（水） 

場所：リオデジャネイロ州立大学 

内容：日本在住の日本食普及の親善大使である柳原尚之氏及び冨澤浩一氏及びブラジル在住の同

親善大使である小池信也氏による和食に関する講演会。塩分の過剰摂取による健康被害が深刻化

しているブラジルで、和食で使われている減塩調理法を解説。 

 

 

 

http://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itpr_pt/00_000333.html


  

 - 11 - 

（２）外務省 海外安全ホームページ 

 各国の危険情報や安全対策など、海外赴任、出張及び旅行をする際の留意点が掲載されている。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

（３）ブラジル渡航情報 

（ア）危険情報 

2017年 12月８日付で内容を改訂したので御確認いただきたい。以下の地域が「レベル１：

十分注意してください。」となっているので、詳細をホームページで確認いただきたい。 

・ブラジリア連邦区（継続） 

・サンパウロ州大サンパウロ圏及びカンピーナス市（継続） 

・リオデジャネイロ州大リオ圏（継続） 

・アマゾナス州大マナウス圏（継続） 

・パラー州大ベレン圏（継続） 

・ペルナンブコ州大レシフェ圏（継続） 

・バイア州大サルバドール圏（継続） 

・エスピリトサント州大ビトリア圏（継続） 

・パラナ州大クリチバ圏（継続） 

・リオ・グランデ・ド・スル州ポルトアレグレ市（継続） 

http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html 

（イ）安全対策基礎データ 

主要各州、都市毎の犯罪発生状況、防犯対策及び滞在時の留意事項等に加え、査証、出入

国審査や大使館、総領事館の緊急連絡先が掲載されている。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure_259.html 

 

（ウ）テロ・誘拐情勢 

  https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror_259.html 

 

http://www.anzen.mofa.go.jp/
http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure_259.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror_259.html

